"Dialogical child care": why now? by 加藤 繁美
──なぜ「対話的保育」か
山梨大学の加藤と申します。私のほうから
は、対話的保育とは何かということで、話を
させていただきます。
最初から結論的なことを言うようで申し訳
ありませんが、おそらく対話的でない保育と
いうのは、ありえないと思います。乳幼児を
育てるという営み、実は学校教育も同じです
が、子どもと大人、子どもと子どもが対話的
に関係を作らない保育・教育の場はおそらく
存在しないのだろうと、僕は思っています。
ただ問題は、対話の質がどのようなものであ
るか、対話の思想が一人ひとりの教師・保育
者の中にどのように作られ、具体的に表れて
いるかという点にあるのです。
そうした中、今対話ということをベースに
保育実践のあり方を考えなくてはならないと
考えた理由は、大きくいって二つあります。
一つは、対話的保育が子どもを救うというこ
と。ここを丁寧にしないと子どもが救えない
という思いです。もう一つは、対話的保育が
社会を変えるということ。学校教育は窮屈な
感じがますます強まっていますが、乳幼児の
保育はフリーにデザインできる可能性があり
ます。そこで乳幼児の保育を起点に、この国
の子どもをどう育て
るかということを保
育実践として問題提
起する時代ではない
かと思います。この
国に生まれて20年間
育つと、一体どうい
う力を持った大人に
なり、社会の一員になっていくのか。そのこ
とに実践の現場は、どう責任とろうとしてい
るのか。そういう議論を、対話という思想を
切り口に切り開いていきたいと考えているの
です。
新しい世界の価値を構築していこうとする
時に、自分の考えが全てだということで、他
人の考えを認めないということは、おそらく
許されないでしょう。でも、実際にそういう
国があります。そういう生き方とも違い、自
分の国だけ豊かになればいいという生き方と
も違い、地球上のいろんな人が、いろんな価
値を持ちながら生きる。そのことを大事にし
ながら、しかし自分たちの主張もいい加減に
しない。主体的であるけれども、いつも協同
的に生きようとする。自分と異なる他者と関
わる力を持つ。そういう人たちで作られた国
を構想していくべきではないか。そういった
ことを、赤ちゃんから６歳までの人格が作ら
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れていく大事な時期の教育のあり方を通して
考えたい。教育全体の問い直しをしたい。僕
は、そういう大きな思いで、対話的保育が社
会を変えると言っています。
──子どもの育ちがおかしい
一つ目の「対話的保育が子どもを救う」と
いうことについてお話しましょう。このこと
を考えるようになった一番のきっかけは、90
年代に入る頃から保育の現場で多く聞かれる
ようになった悩みにあります。保育園、幼稚
園を問わず、子どもの育ちがどこかおかしい。
子どもたちが６歳になっても、心理学のテキ
ストに書いてあるような６歳には簡単に育た
ない。自分らしい誇りを持った子どもに育っ
ていかない。そういう事例に数多く遭遇する
ようになりました。特にこの５～６年は、か
なり深刻な事例と出会うようになってきてい
ます。
２年前に東京のある保育園の園長先生に頼
まれて園内研修に行きました。８月に依頼を
受けたのですが、スケジュールの都合で１月
に行ったら、大変な状況になっていました。
前日に園長先生からファックスが送られてき
たのですが、読んでびっくりしましたね。こ
んなことが書いてあるのです。「４～５月は
いろいろあったけれども、６月中旬に、Ｆ君
という１人の男の子の暴力的な行動があらわ
れたことがきっかけで、他の子どもに波及し、
あっという間に学級崩壊状態になりました。
１人担任だったところを、複数で見なければ
どうにもならなくなり、ピークだった運動会
前後は４人がかりという時もありました」。
５歳児のクラスで18名です。通常は18名を１
人担任でやっているのに、４人がかりで保育
しないとやってけないというのです。子ども
が大変って言うけれど、事情を知らないと、
先生方の能力に問題があるんじゃないかと思
っちゃいますよね。でも続きがあるのです。
「いろんな専門機関の先生の指導を受けなが
ら保育を進めていますが、虐待を受けている
子が３名いて、専門の先生のお話では厳しい
状態ということでした」。それは誰でも厳し
いと思いますよ。18名のうち３名が虐待を受
けていて、同じクラスにいるのですから。
問題は深刻です。なぜ６月にこのような問
題があらわれてきたかというと、問題の中心
のＦ君という子どもの両親が離婚したのが６
月だったのです。虐待し続けてきたお父さん
がいなくなって、この子の平穏な生活が始ま
ると先生方は信じていました。一生懸命丁寧
に、子どもの自我形成の立て直しを図ろうと
していました。ところがそこから園で荒れた
のです。原因は中一のお兄ちゃんです。Ｆ君
のお兄ちゃんは12～13年、ずっと父親から虐
待を受け続けてきたのですが、その父親がい
なくなったことで、家の中で見境なく暴力を
ふるうようになったのです。母親を殴り、家
のものを壊す。Ｆ君にとってはお兄ちゃんの
鉄拳が、いつ飛んでくるかわからない状況で
す。家の中でびくびくして過ごして、そして
園に来る。それで園の中で腹が立ったときに、
他の子どもにワーッと暴力をふるったら、自
分が兄ちゃんにやられている時と同じ状況が
起きた。母親が自分を守るように保育者が他
の子どもを守った。つまり家と同じことがク
ラスの中で起きることを知るんですね。それ
からです。彼は何か嫌なことがあると、家で
兄ちゃんがやるように見境なく暴力を振るい、
他の子にぶつかっていく。そんなことが続い
ているのだそうです。園長先生の手紙にはこ
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う書いてあります。「徐々に落ち着きは出て
きましたが、まだ危うい状態です。昨日の散
歩ではＦ君、U君、R君はつるんで帰ろうと
せず、SOSの電話で事務所から迎えに行くと、
途方にくれて座り込んでいる担任を前に、３
人とも、あざけるようにブランコに乗って楽
しんでいました」。
園内研修に行くと、担任の先生からのレポ
ートがあって、これがさらに深刻でした。Ｆ
君の生育歴から今までの状況が書かれていま
す。27kgという大きな子どもなのです。この
子が「友達を蹴って泣かす。保育者の髪の毛
を引っ張る。頭突きをする。パンチをする。
そして袖を一生懸命押さえて止めるしかなく、
そうすると抵抗するものの、おう吐をしたあ
としばらく眠り、起きたら赤ちゃんがえりす
る」。こういうことが繰り返されている５歳
の子ども。この子が荒れると他の２人が同じ
ように荒れる。３人が同時に荒れる時には１
人の担任ではどうしようもなくて、３人に１
人ずつ保育者がついて、あとの15人を１人が
見る。それで運動会前の練習の時には４人が
かりという、とんでもない状況になってしま
ったのです。４人がかりがいいかどうかはわ
かりません。きっとよくないのでしょう。
先生たちは、何が大事なのだろう、何が足
りないのだろうと議論してきました。Ｆ君を
見捨てることはできない。そんなことを保育
者に思わせたのは、暴れる時にこの子が語る
口癖でした。「俺を階段に連れて行け。飛び
降りて骨を折るから、全部骨折って死んでや
るから」。「はさみ持って来い。おなかに刺し
てやるから」と。園外保育の時にトラブルが
あると「車にひかれて死んでやる」と飛び出
していくのです。そう言いながら、「どうせ
俺なんか、どうなってもいいんだろう」と叫
ぶ。これがＦ君の口癖で、この４つの言葉を
繰り返しながら生きているのです。
18人の年長クラスは、Ｆ君が暴れる、Ｆ君
に触発されてあとの２人が暴れる、という状
況で、みんなが仲間になって価値的なことを
一緒に作り出していく５歳児らしい集団とは
程遠い状況で１月まで来てしまいました。
「あと２ヶ月で、何ができますか」と尋ねら
れて、「２ヶ月では無理です」と答えながら
も、「それでもやれることがあります」と言
って帰ってきました。
ここまでひどい事例がどこでもあるとは言
いません。けれども似たような話をいろんな
ところで聞くようになりました。そして保育
者にとってはしんどいことですが、おそらく
これからもっとそういう問題は増えていくだ
ろうと思います。
集団が集団として形成される前提として、
自分らしく生きる力の基礎や自我の構造は、
４歳の後半ぐらいまでに子どもの中に獲得さ
れなければなりません。ところがそれを獲得
しないまま５歳になってしまう子どもが増え
ている。するとそういう子どもに振り回され
て、集団そのものが未形成なまま小学校に送
り出さざるを得なくなります。そのような状
況の中で、今保育者に求められるのは、赤ち
ゃんから６歳まで子どもが人として育ってい
く道筋を、意識的、計画的、組織的に、しか
しながら自然な形でデザインすることにあり
ます。子どもの育ちをデザインして形にする
力が今ほど問われている時代はない。現代は、
幼稚園・保育園の専門家がいないと、心地よ
く仲間と一緒に生きる４～５歳の姿を作り出
すことが困難な時代です。それだけ、幼稚
園・保育園の果たすべき役割が大きい時代な
のです。
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──対話的関係における育ち
では０歳の頃から６歳くらいまでの子ども
に、どのような関わりを丁寧にすることが大
切なのでしょうか。この問題を僕は、10年前
くらいから、子どもの自己内対話能力の問題
として考えてきました。でも今は、自己内対
話能力という言葉にこだわらず、対話する力、
対話的関係の中で子どもが自分らしく育つ、
そういった視点で捉え直しています。
赤ちゃんが親と対話する。親が子どもの気
持ちを理解し、それに応答的に返していく。
そういう関わり方の積み重ねで、子どもは大
人の気持ちを自分の中に取り込むことができ
る。そのような育ちを、僕はこのような図を
描いて説明してきました（図１）。
１歳半ぐらいまでに、子どもが外の世界に
興味・関心を持つようになる。そして１歳半
～３歳ごろ、この自我の世界を確かなものに
育てていく（図１a）。２歳児というのは手に
負えないくらいに自己主張の力が育ってきま
す。２歳児は自我の塊です。どうしようもな
く難しい時期になってくるのです。「僕はこ
うしたい」と言ったら、それにこだわります。
言葉で自分の願いを表現した、その自分にこ
だわるのです。だから扱いがすごく難しいの
ですが、いい親ならば、せっかくつくったご
飯を「嫌いだから食べない」というようなこ
とも、きちんと受け止めてくれます。いい親
や保育者は、どんなわがままに見える自己主
張も、「ああ、あなたは自己主張が言えるよ
うになったんだね」と言いながら、優しく受
け止めていくのです。そのような受け止める
感覚が、子どもと一緒にいる大人には必要不
可欠です。
２歳児は「僕、人参嫌いなの」なんて言っ
たときに、「ああ、人参嫌いなんだ」という
ふうに、子どもよりも少しゆっくりめに、優
しくてちっちゃい声でしゃべると、受け止め
られた感覚を持ちます。すると２歳の子って、
必ずといっていいぐらい、すごく偉そうにな
るんですよ。「僕、嫌いなの」なんて。そこ
で親や教育者が「威張ってる場合じゃないで
しょう、だめ、食べなさい」なんて言うと駄
目なんですね。きちんと受け止めたら、「で
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図１
親・保育者
b 第二の自我
a 自 我d探究的知性
e共感的知性
f創造的想像力 c自己内対話
もね」と優しく切り返していくことが必要で
す。そのように育っていくうちに、子どもの
中に受け止められて返してもらった世界が、
社会的な知性、あるいは社会的な自己になっ
ていきます。これをワロンという人は「第二
の自我」という言葉で表現しています（図１
b）。これが２歳の頃育ち始めて、３～４歳で
子どものものになる。そして４～５歳になる
と、この二つの自我世界をつなげて自己内対
話ができるようになる（図１ｃ）。今、なか
なか子どもに育たないでいるのが、この力な
のです。
もっともそうは言うものの、自己内対話能
力だけを育てる保育はありません。４歳の子
が、自分の内側を向いて哲学しながら生きる
のは重いでしょう。子どもたちの中に、心地
よく、この二つの自我世界がつながる世界を
つくるのが保育者の力です。それを保育カリ
キュラムとして、あるいは保育の実践として
つくり出すためには、３歳までは個別な関わ
りが重要になります。しかし３歳以降は、バ
ランスが崩れた子どもがいることを理解しな
がらも、その子に個別に振り回されてはいけ
ません。
では３歳以降、一人一人の子どもの中に、
自我という世界、第二の自我という世界は、
どのような知的世界として広がっていけばい
いのでしょうか。そして自己内対話をつなげ
る力を豊かにする保育は、具体的にはどのよ
うな実践になるのでしょうか。
具体的には三つのことを考えています。一
つ目は探究的知性です。自我というのは自己
主張という言葉に置き換えられると考えられ
ますが、これが３歳過ぎてくると、物事を
「面白いな」とか「不思議だな」というふう
に考える探求的知性という言葉で表現するこ
とのできる力に育っていくのです（図１d）。
赤ちゃんの頃に育つ、ものに対するこだわり、
ものを手に入れたいという願いが、この自我
の世界の根っこにあります。それが３歳過ぎ
る頃から、ものを不思議がる気持ち、ものを
面白がる気持ち、科学する気持ちになる。例
えばダンゴムシ捕まえたら「ダンゴムシは面
白いな」とか、カエルを捕まえたら「カエル
は面白いな」とか、泥団子つくる子は「固い
泥団子つくるぞ」と思ったら必死に知性を働
かせるとか。ものに対してこだわりながら生
きる身体的知性といってもいいでしょうね。
そのようにものや環境と関わっていく力が広
がっていく。ですから幼稚園や保育園は、環
境が豊かな中で、不思議に感じる心を刺激し
組織することが大切になります。
次に、第二の自我、これを共感的知性とい
う言葉で表現したいと思います（図１e）。第
二の自我は、最初は借りものです。大好きな
先生や大好きなお母さんが大事だと言うから
大事、というところから始まって、親や保育
者の背後にある文化との対話が始まります。
本の世界、歌の世界、音楽の世界、そういっ
た文化の中に込められた大人の願い、それを
子どもが自分の中に取り込んでいきます。人
はこういうことを大事にするのだということ、
私達人類がつくり出してきた多様な文化の物
語を、個別の親子関係を超えて取り込んでい
くのです。ここがうまくいくと物語的にもの
を考えるセンスと、不思議だなと思いながら
社会に向き合う知性、この２つの知性の豊か
な子が育つでしょう。
三つ目は創造的想像力です（図１f）。未来
をつくり出していく子どもの力、存在しない
未来をつくり、それを共有していく４～５歳
の力です。探究的知性と共感的知性をつなげ
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ていくと、子どもの中にある「僕はこれが面
白い」という世界が、４、５歳くらいの共同
的な活動の中で、仲間と一緒に広がっていく。
仲間と一緒にある物語世界を表現したいとい
う願いが、この２つをつなげながら生きる生
活に変わってくる。そこへ誘う保育者は、子
どもの探求的知性、共感的知性、そしてそれ
をつなげる創造的想像力、あるいはイマジネ
ーションを引き出していく保育実践をつくっ
ていかなければなりません。
そのような実践を対話的に展開していく。
対話的にというのは、子どもが自分のやりた
いことを聞き取ってもらう権利を保障されな
がら、それを「私たちの世界」へとつなげても
らう。そうすると仲間の中で誇らしく生きる
子どもが育つと思うのです。そこで僕は、対
話という言葉にこだわりながら、保育のカリ
キュラムを再構築してみようと考えたのです。
──対話する保育実践
「カエル事件」から
対話的保育。最初にも言いましたが、特別
な保育ではありません。保育というのはそも
そも、保育者が子どもにこんなことをさせた
いという思いと、子どもがこんなことをした
いという思いとがつながりながら展開される
ものです。だから対話的なのです。ただし、
対話するといっても、実際には難しいです。
どう難しいかを具体的な事例で述べます。
僕は全国で実践した保育を記録に書いても
らっています。長野県の保育者たちの記録の
中に面白いものがありました。「カエル事件」
を紹介しましょう。「３～４歳の子の探求的
知性と対話する保育をつくってみましょう。
つくったら書いていきましょう」。そのよう
に問題提起したら、３歳の担任の人が一生懸
命に書いてくれたものです。
長野県の田舎の園です。４歳児のハヤト君
とマミちゃん、０歳から一緒に保育を受けて
いる子たちです。７月23日に次のような記録
を保育者が書いています。「毎朝８時に登園
するハヤト。同じぐらいに登園してくるマミ
と、未満児の頃から同じクラスで仲良し。二
人で戸外遊びをしていると、クラスの子ども
が保育士のところへ走ってきて、『先生、ハ
ヤト君とマミちゃんが、お口拭きの袋に、カ
エルたくさん集めとるに』と言ってくる」。
マミちゃんのお口拭き用タオルの巾着袋があ
って、そのタオルは部屋にポイッと放って袋
だけ持っていって、カエルを入れたんですね。
それを告げ口する子がいるんです。そうした
らまた先生が行っちゃうんです（笑）。「すぐ
に二人のところに行くと、マミのお口拭きの
袋に、20匹ぐらいのカエルが詰め込まれ、ピ
ョンピョンと苦しそうにしていた」。
それで「何でこんなことしたの」。いきな
り怒るんですね（笑）。探求的知性、カエル
に対する探求心を伸ばさなきゃいけないのに、
頭ごなしに叱っているのね（笑）。「何で」っ
て、そんなこと聞いても仕方ないと思うので
すが、子どもは言うんです。「だって、カエ
ルいっぱい捕まえたかったんだもん」。見れ
ばわかることですね（笑）。「でもカエルさん、
苦しいよと言っとるに。死んじゃったらどう
するの」と言ったら、子どもは反応できない。
そして「それにマミちゃんの、この袋。これ
はカエルさんを入れるための袋？」「違う」
「二人でカエルさんを返してきなさい」と言
われて、返させられるんです。探求的知性ど
ころじゃないでしょう（笑）。
ハヤト君とマミちゃんは遅番の先生にも怒
られてしまいます。園で一番怖い先生らしい
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んですけど。そしてその先生が担任の先生に
注意するんです。それで次の日、また担任の
先生から怒られるんです。「昨日もお話で、
今日も同じことで、もうカエルさん怒っとる
わ」「もう二人は、カエルさん捕まえちゃい
かんだよ」って。どうしてこんなにカエルを
捕まえてはいけないのか、僕にもよくわから
ないのですが（笑）。皆さんならどうします
か。怒りますか。ただ捕まえさせますか。僕
はこの記録を読んで、「子どもには、子ども
の思いがあります。その思いを発展させる。
それをイメージするのが、対話の保育なんで
すよ」と先生たちに言いました。それで先生
たちは反省して、この子たちの思いを何とか
しようと考えた……。
でも次の日、また先生は怒るんです（笑）。
クラスの分担作業で草取りをやった時に、
「先生、ハヤト君が水道のところの穴にカエ
ルいっぱい入れとるに」と子どもがやってき
た。行ってみると、ハヤト君とコウちゃんが、
水道の元栓の穴の中にたくさんのカエルを入
れている。それで「何しとんの。カエルさん
やめてよって言っとるんじゃ？ 見てみい。
それに、みんなの使う水、出なくなっちゃう
よ」って叱る。そうしたら、子どもが「だっ
て、カエルのおうちにしたかったんだもん」
って言う。先生は「カエルのおうちは、ここ
じゃないでしょう」って怒るんですけど、
「ああ、カエルのおうちにしたかったんだ。
じゃあ、こんな狭いところじゃなくて、大き
なカエルの住む所をつくってあげる」なんて
言ってあげればよかったでしょうかね。
でもこの後、カエル事件は面白い実践へと
展開していったのです。先生たちは考えまし
た。「飼育を今からさせても、わざとらしい
し」。そうですね、そういうわざとらしいの
は嫌ですね。それで、この子たちはどうして
こんなに捕まえたいんだろうって考えたので
す。面白いからです。ではこの面白さをどう
発展させるといいのでしょう。そこで１人の
先生が言いました。「以前、ヤゴを『トンボ
にするんだ』とやたら捕まえた子がいて。そ
れを飼っていたら、ヤゴってトンボの種類に
よって形が違うのよね」って。それは先生に
とって大発見だったんですね。「大きいの、
小さいの、細いの、太いのもいて、結構面白
かったのね。それで飼っていた子どもをヤゴ
博士にして、『ヤゴ博士に、何でもヤゴのこ
とをきいてください』と言ったら、急に人格
が変わったみたいに張り切っちゃって」って。
その話を聞いて、カエルのクラスの担任の先
生は「私、やってみます」と言いました。
先生は次の日に朝の会で言います。「実は
このクラスの中に、カエルのことなら何でも
知っているカエル博士が２人います」。素直
な先生ですね（笑）。そうしたら２人が怒ら
れるかなと思いながら前に出てきます。先生
が「この２人は、毎日のようにカエルを捕ま
えています。20匹ぐらい捕まえて、怒られた
こともありました」と言って、２人はしょぼ
んとしている。でも続けて先生が「２人はカ
エル博士で、カエルのことは何でも知ってい
ますから、皆さん、カエルのことについて聞
きたいことがあったら、何でもきいてあげて
ください」と言うんです。それで「園に何種
類カエルがいますか？」って尋ねると、２人
が「アオガエルとヒキガエルと、４種類いま
す」と答えて、他の子どもたちは「わぁ」っ
て感心する。「今まで捕まえたカエルで、一
番大きいのはどれぐらいですか」と尋ねると、
２人が「ヒキガエルのこれぐらいのが、一番
大きかったです」と答えて、また子どもたち
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は「わぁ」って感心する。
そのうちに２人は、やたらとカエルを捕ま
えなくなりました。それで他の子がカエルを
見つけると、「マリちゃん、マリちゃん、カ
エルおったに」って呼びに来るんです。アド
バイス係ですね。他の子が捕まえて「どうし
よう」って言うと、マリちゃんが「部屋で飼
うといいよ」なんてアドバイスして、結局、
飼うことになるのです。先生はカエルを飼っ
たことがありませんでした。「カエルは生き
たものしか食べないんじゃないの。あんたた
ち、毎日ハエを捕まえられるの」って言うと、
子どもたちは「捕まえる」って言います。で
も捕まえられると言っても、実際には捕まえ
られないんですよ。どんどんやせ細っていく
でしょ。そうしたら子どもが調べてきた。別
に生きた動物じゃなくてもいい。動いている
ものに食いつくのであって、生きているかど
うかが問題じゃない。たんぱく質の食べ物を
糸に付けて目の前でゆすると、パクッとくる。
そこで晩ごはんの残りを持ってきて食べさせ
ると、大きくなっていく。そうやって飼育し
ていったのです。
なぜこんなことが起きたのでしょうか。子
どもはカエルが死んじゃうと思って必死で探
してきたんですね。その必死さがつながって
いく。子どもの思いと思い、願いと願いがつ
ながっていく。小さな実践でいいから、この
ように子どもの思いと思いがつながっていく
実践を幾つも園の中に作っていくと、自分と
うまく付き合えずに荒れている子どもたちも
「みんなと一緒にいろいろやるって、おもし
ろいじゃない」って思っていくんじゃないで
しょうか。僕はそう考えて、子どもの願いを
受け止め、それを仲間の思いへとつなげてい
くような対話的な実践を、乳幼児の保育の中
でやってみましょう、考えてみましょうと問
題提起しているのです。
それがなぜ社会を変える力になるのか。そ
れはあとで時間があれば議論してみようと思
います。時間がきていますので、一応ここで
終わることにします。以上です（拍手）。
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───────────────────────────［かとう しげみ・山梨大学教育人間科学部教授］
